
(57)【要約】

【課題】内視鏡を洗滌する際の内視鏡の挿入部管路への

洗滌用ブラシの挿入を容易にする。

【解決手段】内視鏡の吸引シリンダ６の開口端部に着脱

可能な洗滌用ブラシ案内具１００が洗滌用ホース１３９

の先端接手部１３１を挿入抜脱可能な頂部開口１１１と

、頂部開口１１１から底部開口１１１ａへ延びる第１透

孔１１３と、頂部開口１１１を開閉可能なスライド式の

蓋１０２とを有する。第１透孔１１３には、周面の一部

がくぼむことによって頂部開口１１１の縁部から底面部

１０４の方向へ傾斜して延びるブラシ案内溝１２０が形

成される。案内溝１２０は、蓋１０２が頂部開口１１１

を閉じたときに、案内溝１２０の頂部１２８に洗滌用ブ

ラシ３２を挿入可能な程度の開口が残されるように形成

される。

【選択図】　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 操 作 部 に 形 成 さ れ た 吸 引 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 に 着 脱 可 能 か つ 、 前 記 吸 引 シ リ ン ダ
へ の 洗 滌 用 ブ ラ シ の 挿 入 を 案 内 す る こ と が 可 能 な 案 内 具 で あ っ て 、
前 記 案 内 具 が 、 前 記 洗 滌 用 ブ ラ シ と 前 記 洗 滌 用 ブ ラ シ が 進 出 ・ 退 却 可 能 に 納 ま る 洗 滌 用 ホ
ー ス の 先 端 接 手 部 と を 挿 入 抜 脱 可 能 な 頂 部 開 口 を 形 成 さ れ た 頂 面 部 と 、 前 記 吸 引 シ リ ン ダ
の 開 口 端 部 に 着 脱 可 能 な 底 部 開 口 を 形 成 さ れ た 底 面 部 と を 有 し 、 前 記 頂 部 開 口 と 底 部 開 口
と の 間 に は 、 前 記 先 端 接 手 部 が 抜 脱 可 能 に 嵌 合 す る 直 状 の 第 １ 透 孔 が 延 在 し 、 前 記 第 １ 透
孔 の 内 周 面 に は 前 記 内 周 面 の 一 部 が く ぼ む こ と に よ っ て 前 記 頂 部 開 口 の 縁 部 か ら 前 記 底 面
部 方 向 へ 傾 斜 し て 延 び る ブ ラ シ 案 内 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 頂 面 部 に は 、 一 方 向 へ の 前
進 と そ の 逆 方 向 へ の 後 退 と に よ っ て 前 記 頂 部 開 口 を 開 閉 可 能 な ス ラ イ ド 式 の 蓋 が 設 け ら れ
、 前 記 蓋 が 前 記 逆 方 向 へ ば ね 付 勢 下 に 後 退 し て 前 記 頂 部 開 口 を ほ ぼ 閉 じ て い る と き に 、 前
記 ブ ラ シ 案 内 溝 の 頂 部 に は 前 記 ブ ラ シ を 挿 入 可 能 な 程 度 に 開 口 が 残 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 前 記 案 内 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 案 内 具 に は 、 前 記 底 面 部 に お い て 前 記 内 視 鏡 の 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 に 着 脱
可 能 で あ り 、 前 記 頂 面 部 に お い て 前 記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ へ の 連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部
が 抜 脱 可 能 に 嵌 合 す る 第 ２ 透 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 透 孔 が 前 記 頂 部 開 口 よ り も 前 記 蓋 の
前 進 方 向 前 方 に 位 置 し て お り 、 前 記 蓋 が 後 退 し た と き に 前 記 第 ２ 透 孔 を 閉 じ 、 前 進 し た と
き に 前 記 第 ２ 透 孔 を 開 く よ う に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 洗 滌 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 は 、 前 記 頂 面 部 上 方 に 位 置 し て 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス に お け る
先 端 接 手 部 の 周 方 向 へ 延 び る 溝 部 を 有 し 、 前 記 第 １ 透 孔 に 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、 前 記 蓋
が 前 記 後 退 方 向 か ら 前 記 溝 部 に 進 入 し て 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 の 前 記 第 １ 透 孔 か
ら の 抜 脱 を 阻 止 可 能 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 蓋 は 、 前 記 第 ２ 透 孔 に 嵌 合 し て い る 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 に 形 成 さ れ て 前 記
連 結 用 ホ ー ス に お け る 先 端 接 手 部 の 周 方 向 に 延 び る 溝 部 に も 前 記 後 退 方 向 か ら 進 入 し て 前
記 連 結 用 ホ ー ス の 前 記 第 ２ 透 孔 か ら の 抜 脱 を も 阻 止 可 能 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に
記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 案 内 具 を 複 数 種 類 の 内 視 鏡 に 使 用 し 得 る よ う に 、 前 記 底 面 部 は 、 前 記 複 数 種 類 の 内 視
鏡 そ れ ぞ れ に お け る 前 記 吸 引 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 の 形 状 に 対 応 し て 用 意 さ れ た 複 数 種 類 の
ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 を 着 脱 可 能 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 案 内 具
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 が 前 記 送 気 ・ 送 水 用 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 の 形 状 に も 対 応 す る よ う
に 用 意 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ 透 孔 と 前 記 第 ２ 透 孔 の 少 な く と も 一 方 は 、 そ れ に 嵌 合 す る 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス の 先
端 接 手 部 と 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 と の 少 な く と も 一 方 の 先 端 部 分 が 前 記 案 内 具 の
前 記 底 面 部 か ら 延 出 す る こ と が な い よ う に 前 記 少 な く と も 一 方 の 先 端 接 手 部 に 作 用 す る ス
ト ッ パ 手 段 を 有 し て い る 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 連 結 用 ホ ー ス の 一 端 部 に は 吸 水 口 に 接 続 可 能 な ワ ン タ ッ チ カ プ ラ が 取 り 付 け ら れ て い
る 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 案 内 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 請 求 項 ２ に 記 載 の 案 内 具 を 内 視 鏡 の 吸 引 シ リ ン ダ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ と の 開 口 端 部
に 取 り 付 け て 前 記 案 内 具 を 使 用 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ２ 透 孔 に 嵌 合 し た 前 記 連 結 用 ホ
ー ス の 先 端 接 手 部 の 先 端 部 分 を 前 記 底 面 部 か ら 前 記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ へ 進 入 さ せ て 、 前
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記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ の 内 周 面 に 抜 脱 可 能 に 密 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 洗 滌 用 ブ ラ シ を 内 視 鏡 の 吸 引 シ リ ン ダ へ 挿 入 す る と き に 使 用 す る 案 内
具 お よ び そ の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
特 開 平 ６ － ３ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ た 内 視 鏡 洗 滌 装 置 で は 、 ブ ラ シ 導
入 管 の 一 端 が 管 路 連 結 具 に 連 結 さ れ 、 こ の 管 路 連 結 具 の 第 ２ ポ ー ト が 給 水 路 と 槽 内 コ ネ ク
タ と 接 続 管 と を 介 し て 洗 滌 槽 内 部 に セ ッ ト さ れ た 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 連 結 さ れ て い る 。
こ の 装 置 で は 、 ブ ラ シ 導 入 管 に 挿 入 さ れ た ブ ラ シ が 管 路 連 結 具 を 通 っ て 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ
ル に ま で 自 動 的 に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 開 平 ８ － ２ ７ ５ ９ １ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開 示 さ れ た 内 視 鏡 の 掃 除 用 ブ ラ シ
自 動 挿 入 装 置 で は 、 掃 除 用 ブ ラ シ の 可 撓 軸 が 一 対 の 案 内 用 ロ ー ラ に 挟 ま れ た 後 に ブ ラ シ 案
内 路 を 通 っ て 内 視 鏡 の 管 路 の 入 り 口 に ま で 延 び て い る 。 ブ ラ シ 案 内 路 の 先 端 に は 内 視 鏡 の
操 作 部 に 設 け ら れ た シ リ ン ダ の 開 口 部 に 着 脱 可 能 な ア ダ プ タ が あ る こ と に よ っ て 、 ブ ラ シ
案 内 路 が 管 路 の 入 口 と 滑 ら か に つ な が っ て い る 。 前 進 用 モ ー タ の 作 用 に よ っ て 送 り 出 さ れ
る ブ ラ シ は 、 ア ダ プ タ を 通 り 、 内 視 鏡 の 管 路 を 自 動 的 に 前 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ３ ０ ８ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ２ ７ ５ ９ １ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
内 視 鏡 の 吸 引 シ リ ン ダ は 、 操 作 部 に 位 置 す る 開 口 部 の す ぐ 内 側 で 、 挿 入 部 管 路 と ユ ニ バ ー
サ ル コ ー ド 部 管 路 と に 分 か れ て い る 。 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 は 、 開 口 端 部 か ら 直 進 す
る よ う に 延 び て い る が 、 挿 入 部 管 路 は 、 そ の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 か ら 枝 分 れ す る よ
う に 斜 め に 延 び て い る 。 そ れ ゆ え 、 洗 滌 用 ブ ラ シ を 開 口 端 部 に 挿 入 す る と 、 通 常 は ブ ラ シ
が ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 に 進 入 し て 、 挿 入 部 管 路 へ は 進 入 す る こ と が な い 。 し か し 、
内 視 鏡 の 洗 滌 で は 、 吸 引 ボ タ ン の 取 り 付 け 座 で あ る 前 記 開 口 部 か ら 内 視 鏡 先 端 へ 向 か う 挿
入 部 管 路 と ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 と の そ れ ぞ れ に ブ ラ シ を 挿 入 し て ブ ラ ッ シ ン グ を し
な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 前 記 特 許 文 献 １ ， ２ に 開 示 の 装 置 は 、 吸 引 ボ タ ン の 取 り 付 け
座 か ら 吸 引 シ リ ン ダ へ の ブ ラ シ の 挿 入 を 容 易 に す る も の で は あ っ て も 、 挿 入 部 管 路 へ の ブ
ラ シ の 挿 入 を 確 実 に し た り 容 易 に し た り す る も の で は な い 。 こ れ ら 従 来 の 装 置 で は 、 通 常
手 作 業 に よ っ て 、 ま た は 適 宜 の 治 具 を 使 用 し な が ら の 手 作 業 に よ っ て 、 ブ ラ シ の 先 端 を 斜
め に 延 び た 挿 入 部 管 路 へ 挿 入 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 前 記 従 来 の 装 置 に 見 ら れ る よ う な ブ ラ シ を 挿 入 部 管 路 へ 挿 入 す る た め の 煩 雑
な 手 作 業 を 不 要 と す る こ と が 課 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め に こ の 発 明 が 対 象 と す る の は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 に 形 成 さ れ た 吸 引
シ リ ン ダ の 開 口 端 部 に 着 脱 可 能 か つ 、 前 記 吸 引 シ リ ン ダ へ の 洗 滌 用 ブ ラ シ の 挿 入 を 案 内 す
る こ と が 可 能 な 案 内 具 と そ の 使 用 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
か か る 案 内 具 に お い て 、 こ の 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 次 の と お り で あ る 。 前 記 案 内 具
が 、 前 記 洗 滌 用 ブ ラ シ と 前 記 洗 滌 用 ブ ラ シ が 進 出 ・ 退 却 可 能 に 納 ま る 洗 滌 用 ホ ー ス の 先 端
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接 手 部 と を 挿 入 抜 脱 可 能 な 頂 部 開 口 を 形 成 さ れ た 頂 面 部 と 、 前 記 吸 引 シ リ ン ダ の 開 口 端 部
に 着 脱 可 能 な 底 部 開 口 を 形 成 さ れ た 底 面 部 と を 有 す る 。 前 記 頂 部 開 口 と 底 部 開 口 と の 間 に
は 、 前 記 先 端 接 手 部 が 抜 脱 可 能 に 嵌 合 す る 直 状 の 第 １ 透 孔 が 延 在 し 、 前 記 第 １ 透 孔 の 内 周
面 に は 前 記 内 周 面 の 一 部 が く ぼ む こ と に よ っ て 前 記 頂 部 開 口 の 縁 部 か ら 前 記 底 面 部 方 向 へ
傾 斜 し て 延 び る ブ ラ シ 案 内 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 頂 面 部 に は 、 一 方 向 へ の 前 進 と そ の
逆 方 向 へ の 後 退 と に よ っ て 前 記 頂 部 開 口 を 開 閉 可 能 な ス ラ イ ド 式 の 蓋 が 設 け ら れ る 。 前 記
蓋 は 、 前 記 逆 方 向 へ ば ね 付 勢 下 に 後 退 し て 前 記 頂 部 開 口 を ほ ぼ 閉 じ て い る と き に 、 前 記 ブ
ラ シ 案 内 溝 の 頂 部 に は 前 記 ブ ラ シ を 挿 入 可 能 な 程 度 に 開 口 が 残 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 に は 、 次 の よ う な 好 ま し い 実 施 態 様 が あ る 。
（ １ ） 前 記 案 内 具 に は 、 前 記 底 面 部 に お い て 前 記 内 視 鏡 の 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ の 開 口 端 部
に 着 脱 可 能 で あ り 、 前 記 頂 面 部 に お い て 前 記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ へ の 連 結 用 ホ ー ス の 先 端
接 手 部 が 抜 脱 可 能 に 嵌 合 す る 第 ２ 透 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 透 孔 が 前 記 頂 部 開 口 よ り も 前
記 蓋 の 前 進 方 向 前 方 に 位 置 し て お り 、 前 記 蓋 が 後 退 し た と き に 前 記 第 ２ 透 孔 を 閉 じ 、 前 進
し た と き に 前 記 第 ２ 透 孔 を 開 く よ う に 形 成 さ れ て い る 。
（ ２ ） 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 は 、 前 記 頂 面 部 上 方 に 位 置 し て 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス に
お け る 先 端 接 手 部 の 周 方 向 へ 延 び る 溝 部 を 有 し 、 前 記 第 １ 透 孔 に 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、
前 記 蓋 が 前 記 後 退 方 向 か ら 前 記 溝 部 に 進 入 し て 前 記 洗 滌 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 の 前 記 第 １
透 孔 か ら の 抜 脱 を 阻 止 可 能 で あ る 。
（ ３ ） 前 記 蓋 は 、 前 記 第 ２ 透 孔 に 嵌 合 し て い る 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 に 形 成 さ れ
て 前 記 連 結 用 ホ ー ス に お け る 先 端 接 手 部 の 周 方 向 へ 延 び る 溝 部 に も 前 記 後 退 方 向 か ら 進 入
し て 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 前 記 第 ２ 透 孔 か ら の 抜 脱 を も 阻 止 可 能 で あ る 。
（ ４ ） 前 記 案 内 具 を 複 数 種 類 の 内 視 鏡 に 使 用 し 得 る よ う に 、 前 記 底 面 部 は 、 前 記 複 数 種 類
の 内 視 鏡 そ れ ぞ れ に お け る 前 記 吸 引 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 の 形 状 に 対 応 し て 用 意 さ れ た 複 数
種 類 の ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 を 着 脱 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
（ ５ ） 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 は 、 前 記 送 気 ・ 送 水 用 シ リ ン ダ の 開 口 端 部 の 形 状 に も 対 応
す る よ う に 用 意 さ れ て い る 。
（ ６ ） 前 記 第 １ 透 孔 と 前 記 第 ２ 透 孔 の 少 な く と も 一 方 は 、 そ れ に 嵌 合 す る 前 記 洗 滌 用 ホ ー
ス の 先 端 接 手 部 と 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 と の 少 な く と も 一 方 の 先 端 部 分 が 前 記 案
内 具 の 前 記 底 面 部 か ら 延 出 す る こ と が な い よ う に 前 記 少 な く と も 一 方 の 先 端 接 手 部 に 作 用
す る ス ト ッ パ 手 段 を 有 し て い る 。
（ ７ ） 前 記 連 結 用 ホ ー ス の 一 端 部 に は 吸 水 口 に 接 続 可 能 な ワ ン タ ッ チ カ プ ラ が 取 り 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 使 用 方 法 に 係 る こ の 発 明 が 対 象 と す る の は 、 前 記 請 求 項 ２ に 記 載 の 案 内 具 を 内 視 鏡
の 吸 引 シ リ ン ダ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ と の 開 口 端 部 に 取 り 付 け て 前 記 案 内 具 を 使 用 す る 方
法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
か か る 使 用 方 法 に お い て 、 こ の 発 明 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 前 記 第 ２ 透 孔 に 嵌 合 し た 前 記
連 結 用 ホ ー ス の 先 端 接 手 部 の 先 端 部 分 を 前 記 底 面 部 か ら 前 記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ へ 進 入 さ
せ て 、 前 記 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ の 内 周 面 に 抜 脱 可 能 に 密 着 さ せ る こ と 、 に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 滌 用 ブ ラ シ の 挿 入 案 内 具 の 詳 細 を 説 明 す
る と 、 以 下 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 斜 視 図 で 示 さ れ た 内 視 鏡 １ は 、 操 作 部 ２ と 、 操 作 部 ２ か ら 図 の 下 方 へ 延 び る 挿 入 部
３ と 、 操 作 部 ２ か ら 図 の 左 方 へ 延 び る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 ４ と を 有 す る 。 操 作 部 ２ は 、
吸 引 シ リ ン ダ ６ に お け る 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ と 、 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ の 送 気 ・ 送 水 ボ タ
ン 挿 入 孔 ９ と 、 鉗 子 挿 入 口 １ １ と を 有 し 、 こ れ ら に は 、 吸 引 ボ タ ン １ ２ 、 送 気 ・ 送 水 ボ タ
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ン １ ３ 、 鉗 子 栓 １ ４ が 取 り 外 し 可 能 に セ ッ ト さ れ る 。 操 作 部 ２ に は 、 そ の 他 に ア ン グ ル ノ
ブ １ ６ ， １ ７ や ア ン グ ル 解 除 ノ ブ １ ８ ， １ ９ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ は 、 内 視 鏡 １ の 断 面 構 造 の 概 略 と 、 内 視 鏡 １ の 自 動 洗 滌 プ ロ セ ス の 一 例 を 示 す 図 で あ
る 。 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ２ の 鉗 子 挿 入 口 １ １ か ら は 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 ３ の 先 端 に 向 か っ て 鉗
子 管 路 （ 鉗 子 チ ャ ネ ル と も い う ） ７ ６ が 延 び て い る 。 吸 引 ボ タ ン １ ２ の 挿 入 口 ７ か ら 延 び
る 吸 引 シ リ ン ダ ６ は 、 鉗 子 管 路 ７ ６ に 交 差 部 位 ７ ７ で つ な が る 挿 入 部 管 路 ７ ８ と 、 先 端 に
吸 引 コ ネ ク タ ７ ９ を 有 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ と に 分 か れ て い る 。 こ の 内 視 鏡
１ の 内 部 を 洗 滌 す る に は 、 鉗 子 挿 入 口 １ １ か ら 鉗 子 管 路 ７ ６ へ 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ を 挿
入 す る 。 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ で は 、 ボ タ ン １ ２ を 抜 い て 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ を 挿 入 口
７ か ら 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ 挿 入 す る 。 し か る 後 に 、 洗 滌 槽 （ 図 示 せ ず ） の 給 水 路 か ら ア ル カ
リ 水 、 酸 性 水 ま た は 水 道 水 い ず れ か の 洗 滌 水 を 、 必 要 な ら 洗 剤 と と も に 、 内 視 鏡 １ の 鉗 子
管 路 ７ ６ と 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ 供 給 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 ブ ラ シ 送 り 用 モ ー タ （ 図 示 せ ず ）
を 始 動 さ せ て 、 第 １ 、 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ ， ３ ２ を 矢 印 ９ １ ， ９ ２ 方 向 へ 徐 々 に 前 進 さ せ
な が ら 管 路 ７ ６ 、 管 路 ７ ８ を ブ ラ ッ シ ン グ す る 。 モ ー タ は 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ が 鉗 子
管 路 ７ ６ と 挿 入 部 管 路 ７ ８ と の 交 差 部 位 ７ ７ に 到 達 す る と 、 そ の 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ を
矢 印 ９ ３ 方 向 へ 、 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ に ま で 後 退 さ せ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 後 退 し た
第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ は 、 そ の 先 端 が 挿 入 部 管 路 ７ ８ か ら 抜 け て 、 挿 入 口 ７ の 直 下 か ら 下
方 へ 延 び る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ に 向 か う 。 モ ー タ は 、 第 １ 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ
３ １ ， ３ ２ が 再 び 前 進 す る 方 向 へ 始 動 す る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 前 進 す る 第 １ 洗 滌 用 ブ
ラ シ ３ １ は 再 び 鉗 子 管 路 ７ ６ を ブ ラ ッ シ ン グ す る 一 方 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ は 下 方 へ 直
進 し て ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ へ 進 入 し 、 こ の 管 路 ８ １ を ブ ラ ッ シ ン グ す る 。 さ ら
に モ ー タ は 、 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ と 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ と が 鉗 子 管 路 ７ ６ と ユ ニ バ ー
サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ と の そ れ ぞ れ を 全 長 に わ た っ て ブ ラ ッ シ ン グ し た と き に 停 止 し 、 次
い で こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ ， ３ ２ が 内 視 鏡 １ の 外 に ま で 戻 る よ う に 回 転 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ は 、 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ か ら
ほ ぼ 直 状 に 下 方 へ 延 び て い る が 、 挿 入 部 管 路 ７ ８ は ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ か ら 枝
分 れ す る よ う に 斜 め 下 方 へ 延 び た 後 に 図 の 右 方 へ 向 か っ て い る 。 そ れ ゆ え 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ
ラ シ ３ ２ は 、 そ れ が 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ へ 進 入 す る と 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ を
直 進 し 、 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ 進 む こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ 、 ４ 、 ５ は 、 こ の 発 明 に 係 る 洗 滌 用 ブ ラ シ の 挿 入 案 内 具 １ ０ ０ の 斜 視 図 と 、 分 解 斜 視
図 と 、 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。 案 内 具 １ ０ ０ は 、 図 ２ で 説 明 さ れ た 内 視 鏡 １ の 洗 滌
に 先 立 っ て 図 ２ の 内 視 鏡 １ に 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ の 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ の
挿 入 を 容 易 に す る こ と が で き る も の で 、 本 体 １ ０ １ と 蓋 １ ０ ２ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 体 １ ０ １ は 、 頂 面 部 １ ０ ３ と 、 そ の 反 対 側 で あ る 底 面 部 １ ０ ４ と 、 一 対 の 側 面 部 １ ０ ６
ａ ， １ ０ ６ ｂ と 、 前 端 面 部 １ ０ ７ ａ と 、 後 端 面 部 １ ０ ７ ｂ と を 有 す る 。 頂 面 部 １ ０ ３ に は
、 径 の 小 さ い 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ と 、 径 の 大 き い 第 ２ 頂 部 開 口 １ １ ２ と が 形 成 さ れ 、 こ れ
ら 第 １ 、 第 ２ 頂 部 開 口 １ １ １ ， １ １ ２ の そ れ ぞ れ か ら は 底 面 部 １ ０ ４ に 形 成 さ れ た 第 １ 底
部 開 口 １ １ １ ａ と 第 ２ 底 部 開 口 １ １ ２ ａ （ 図 ５ 参 照 ） と に 向 か っ て 第 １ 透 孔 １ １ ３ と 第 ２
透 孔 １ １ ４ と が 延 び て い る 。 頂 面 部 １ ０ ３ の 側 縁 部 分 に は 側 面 部 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ の そ
れ ぞ れ に 沿 っ て 延 び る ス ラ イ ド 溝 １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 頂 部 開 口 １
１ １ で は 、 本 体 １ ０ １ の 幅 方 向 中 央 部 に お い て 頂 面 部 １ ０ ３ か ら 底 面 部 １ ０ ４ に 向 か っ て
延 び る ブ ラ シ 挿 入 の た め の 案 内 溝 １ ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
蓋 １ ０ ２ は 、 頂 面 部 １ ０ ３ の ス ラ イ ド 溝 １ １ ６ ａ ， １ １ ６ ｂ に 嵌 合 し て 後 端 面 部 １ ０ ７ ｂ
か ら 前 端 面 部 １ ０ ７ ａ へ 向 か っ て の 前 進 と 、 そ れ と は 逆 の 方 向 へ の 後 退 と が 可 能 な ス ラ イ
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ド 式 の も の で 、 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ の 第 １ 円 孔 １ ２ １ と 、 第 ２ 頂 部 開 口
１ １ ２ と ほ ぼ 同 じ 大 き さ の 第 ２ 円 孔 １ ２ ２ と 、 折 曲 部 １ ２ ３ と を 有 す る 。 折 曲 部 １ ２ ３ と
本 体 １ ０ １ の 後 端 面 部 １ ０ ７ ｂ と の 間 に は 、 折 曲 部 １ ２ ３ に 取 り 付 け ら れ た ね じ １ ３ ８ に
支 え ら れ た コ イ ル ば ね １ ２ ４ が 介 在 し て 蓋 １ ０ ２ を 後 端 面 部 １ ０ ７ ｂ か ら 離 間 す る よ う に
後 方 へ 向 か っ て 付 勢 し て い る 。 蓋 １ ０ ２ は 、 本 体 １ ０ １ の 前 端 面 部 １ ０ ７ ａ 寄 り に ね じ 部
材 で 形 成 さ れ た ス ト ッ パ ー １ ２ ６ を 有 し 、 こ の ス ト ッ パ ー １ ２ ６ が 前 端 面 部 １ ０ ７ ａ に 当
接 す る こ と に よ っ て 図 ３ の 状 態 で 停 止 し て い る 。 図 ３ 、 ５ に お い て 、 蓋 １ ０ ２ は 本 体 １ ０
１ の 案 内 溝 １ ２ ０ の 頂 部 １ ２ ８ を 除 い て 、 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ と 第 ２ 頂 部 開 口 １ １ ２ の ほ
ぼ 全 体 を 閉 じ て い る 。 か よ う な 案 内 具 １ ０ ０ の 本 体 １ ０ １ は 、 耐 薬 品 性 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク
か ら な る ブ ロ ッ ク 部 材 １ ３ ３ と 、 ブ ロ ッ ク 部 材 １ ３ ３ に 取 り 外 し 可 能 に 嵌 合 し て 本 体 １ ０
１ の 底 面 部 １ ０ ４ と 、 側 面 部 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ の 一 部 分 と 、 前 端 面 部 １ ０ ７ ａ と 後 端 面
部 １ ０ ７ ｂ と の 一 部 分 と を 形 成 し て い る 耐 薬 品 性 の ゴ ム そ の 他 の エ ラ ス ト マ ー か ら な る ア
タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ と を 有 す る 。 ブ ロ ッ ク 部 材 １ ３ ３ に 形 成 さ れ た 断 面 が 円 形 の 第 １
、 第 ２ 透 孔 １ １ ３ ， １ １ ４ は 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ を 貫 通 す る よ う に 第 １ 、 第 ２ 底
部 開 口 １ １ １ ａ ， １ １ ２ ａ に ま で 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ６ 、 ７ は 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ の 挿 入 プ ロ セ ス が 示 さ れ た 図 ５ と 同 様 な 図 で あ る 。 た
だ し 、 こ れ ら の 図 に は 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ２ の 一 部 分 と 、 案 内 具 １ ０ ０ に 挿 入 さ れ る 洗 滌 用
ホ ー ス １ ３ ９ の 先 端 接 手 部 （ 第 １ 接 手 部 と も い う ） １ ３ １ と 、 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ に つ
な げ ら れ る べ き 連 結 用 ホ ー ス １ ４ ０ の 先 端 接 手 部 （ 第 ２ 接 手 部 と も い う ） １ ３ ２ と が 併 せ
て 示 さ れ て い る 。 案 内 具 １ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ る と き の 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ２ で は 、 吸 引 ボ
タ ン １ ２ と 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ３ と が 外 さ れ て い る 。 本 体 １ ０ １ に お い て 、 第 １ 透 孔 １ １
３ の 周 面 部 に 形 成 さ れ た 案 内 溝 １ ２ ０ は 、 頂 面 部 １ ０ ３ か ら 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ
向 か っ て 延 び る よ う に 、 第 １ 透 孔 １ １ ３ の 中 心 線 Ｃ に 対 し て ２ ０ ° ～ ４ ０ ° の 角 度 で 傾 斜
し て い る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ に は 、 第 １ 透 孔 １ １ ３ と 第 ２ 透 孔 １ １ ４ と の 周 囲 に
、 環 状 の 爪 部 １ ３ ６ ， １ ３ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら 爪 部 １ ３ ６ ， １ ３ ７ が 内 視 鏡 １ の
吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ の 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 挿 入 口 ９ そ れ ぞ れ の 周 縁
部 に 形 成 さ れ た 環 状 突 起 部 ４ １ ， ４ ２ に 弾 性 変 形 下 に 嵌 合 離 脱 す る 。 こ れ ら 突 起 部 ４ １ ，
４ ２ と 爪 部 １ ３ ６ ， １ ３ ７ と の 嵌 合 に よ っ て 案 内 具 １ ０ ０ は 、 内 視 鏡 １ の 操 作 部 ２ に 取 り
付 け ら れ る 。 本 体 １ ０ １ の 第 １ 、 第 ２ 開 口 １ １ １ ， １ １ ２ は 、 ば ね １ ２ ４ に 付 勢 さ れ て 後
退 し て い る 蓋 １ ０ ２ に よ っ て ほ と ん ど 閉 じ た 状 態 に あ る が 、 ブ ラ シ 挿 入 用 の 案 内 溝 １ ２ ０
の 頂 部 １ ２ ８ は 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ を 挿 入 可 能 な 程 度 に 開 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ６ に お い て 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ は 、 洗 滌 用 ホ ー ス １ ３ ９ に 納 め ら れ て 、 そ の ホ ー ス
１ ３ ９ の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 第 １ 接 手 部 １ ３ １ か ら 進 出 ・ 退 却 可 能 に 外 へ 延 び て
い る 。 こ の 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ を 案 内 溝 １ ２ ０ に そ の 頂 部 １ ２ ８ か ら 挿 入 す る と 、 第 ２
洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ は ブ ラ シ ３ ２ の 幅 と ほ ぼ 同 じ 幅 を 有 す る 傾 斜 し た 溝 １ ２ ０ と 、 僅 か に 開
い て い る 頂 部 １ ２ ８ と に 案 内 さ れ て 内 視 鏡 １ の 挿 入 部 管 路 ７ ８ へ ス ム ー ズ に 進 入 す る 。 そ
の 後 に 、 蓋 １ ０ ２ を ば ね １ ２ ４ の 付 勢 に 抗 し て 前 進 さ せ る と 、 蓋 １ ０ ２ の 第 １ 円 孔 １ ２ １
と 第 ２ 円 孔 １ ２ ２ と を 本 体 １ ０ １ の 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ と 第 ２ 頂 部 開 口 １ １ ２ と に 一 致 さ
せ る こ と が で き る 。 そ こ で 第 １ 接 手 部 １ ３ １ を 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ へ 挿 入 す れ ば 、 こ の 接
手 部 １ ３ １ を 第 １ 頂 部 開 口 １ １ １ か ら 延 び た 第 １ 透 孔 １ １ ３ に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
第 １ 接 手 部 １ ３ １ は 、 先 端 部 の テ ー パ を 付 け ら れ た 外 周 面 １ ３ １ ａ が 第 １ 透 孔 １ １ ３ の テ
ー パ を 付 け ら れ た 内 周 面 １ １ ３ ｂ に 当 接 し て 、 そ れ 以 上 に 深 く 挿 入 さ れ る こ と が な く 、 そ
の と き に 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る Ｏ － リ ン グ １ ４ １ は 第 １ 透 孔 １ １ ３ の 周 面 に 密 着 し
て い る 。 続 い て 、 本 体 １ ０ １ の 第 ２ 頂 部 開 口 １ １ ２ に は 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ を 挿 入 し 、 第 ２
透 孔 １ １ ４ に 嵌 合 さ せ る 。 仮 想 線 で 示 さ れ る よ う に 、 こ の 接 手 部 １ ３ ２ は 、 テ ー パ を 付 け
ら れ た 外 周 面 １ ３ ２ ａ が 第 ２ 透 孔 １ １ ４ の テ ー パ を 付 け ら れ た 内 周 面 １ １ ４ ｂ に 当 接 し て
、 そ れ 以 上 に 深 く 挿 入 さ れ る こ と が な く 、 そ の と き の 先 端 部 は 底 部 開 口 １ １ ２ ａ を 通 り 抜
け て 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ へ 進 入 し 、 先 端 部 の Ｏ － リ ン グ １ ４ ２ が シ リ ン ダ ８ の 内 周 面 に
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密 着 し て い る 。 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ が 案 内 具 １ ０ ０ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ と に 嵌 合 す る こ
と に よ っ て 、 案 内 具 １ ０ ０ の 内 視 鏡 １ に 対 す る 取 り 付 け が 強 固 に な る 。 こ の よ う に 、 第 １
透 孔 １ １ ３ の 内 周 面 １ １ ３ ｂ と 第 ２ 透 孔 １ １ ４ の 内 周 面 １ １ ４ ｂ と は 、 第 １ 接 手 部 １ ３ １
と 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ と に 対 す る ス ト ッ パ 手 段 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に し て 案 内 具 １ ０ ０ に 第 １ 接 手 部 １ ３ １ と 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ と が 嵌 合 し て い る 内
視 鏡 １ で は 、 さ ら に 鉗 子 挿 入 口 １ １ に 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ １ を 挿 入 し て そ の 挿 入 口 １ １ を
閉 じ る と 、 図 ２ で 説 明 の 内 視 鏡 １ の 洗 滌 を 開 始 す る こ と が で き る 。 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２
は 、 挿 入 部 管 路 ７ ８ を 洗 滌 し た 後 に 、 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ の 近 傍 に ま で 一 旦 後 退 し 、 次 い
で ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 部 管 路 ８ １ へ 進 入 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ に お い て 明 ら か な よ う に 、 第 １ 接 手 部 １ ３ １ と 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ と は 、 そ れ ぞ れ の フ
ラ ン ジ １ ４ ６ ， １ ４ ７ の 下 方 に 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 接 手 部 １ ３ １ ， １ ３ ２ の 周 方 向 へ 延 び
る 環 状 の 溝 部 １ ４ ８ ， １ ４ ９ を 有 す る 。 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 接 手 部 １ ３ １ ， １ ３ ２ が 第 １ 、
第 ２ 透 孔 １ １ ３ ， １ １ ４ に 嵌 合 す る と 、 ば ね １ ２ ４ に 付 勢 さ れ て い る 蓋 １ ０ ２ で は 、 第 １
、 第 ２ 円 孔 １ ２ １ ， １ ２ ２ の 周 縁 部 の 一 部 分 が そ れ ぞ れ の 接 手 部 １ ３ １ ， １ ３ ２ の 溝 部 １
４ ８ ， １ ４ ９ に 蓋 １ ０ ２ の 後 退 方 向 か ら 進 入 し て 、 接 手 部 １ ３ １ ， １ ３ ２ が 第 １ 、 第 ２ 透
孔 １ １ ３ ， １ １ ４ か ら 抜 脱 す る こ と が な い よ う に そ れ ら 接 手 部 １ ３ １ ， １ ３ ２ に 係 合 す る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
再 び 図 ６ に お い て 、 第 １ 接 手 部 １ ３ １ と ホ ー ス １ ３ ９ と の 内 面 は 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２
を 滑 ら か に 前 進 ・ 後 退 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 段 差 を 形 成 す る こ と な く つ な が っ て い
る 。 ホ ー ス １ ３ ９ は 、 弾 性 変 形 可 能 な も の で 、 内 径 Ｐ を 有 す る 。 第 １ 接 手 部 １ ３ １ は 、 変
形 す る こ と が な い も の で 、 ホ ー ス １ ３ ９ へ の 挿 入 先 端 部 １ ５ １ に お け る 内 径 Ｑ と 先 端 部 １
５ １ に お け る 外 径 Ｒ と が ホ ー ス 内 径 Ｐ と ほ ぼ 一 致 し 、 好 ま し く は プ ラ ス ・ マ イ ナ ス ０ ． ５
ｍ ｍ の 範 囲 内 で 一 致 し て い る 。 し た が っ て 、 そ の 先 端 部 １ ５ １ は 、 図 示 例 の 如 く 鋭 角 を 成
し て い る か 、 ま た は 曲 率 半 径 が ０ ． １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 小 さ な 曲 面 を 成 し て い る 。 第 １
接 手 部 １ ３ １ の 内 周 面 は 内 径 Ｑ が 図 の 下 方 に 向 か っ て 小 さ く な る よ う に テ ー パ が つ け ら れ
て い る 。 ま た 第 １ 接 手 部 １ ３ １ の 外 周 面 は 外 径 Ｒ が 図 の 下 方 に 向 か っ て 大 き く な る よ う に
テ ー パ が つ け ら れ 、 か つ 抜 け 止 め 用 の 環 状 の 起 伏 １ ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 第
１ 接 手 部 １ ３ １ と ホ ー ス １ ３ ９ と が 互 い の 内 周 面 の 間 に お い て 段 差 を ほ と ん ど 形 成 す る こ
と が な い と 、 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ３ ２ が 図 の 上 方 か ら 下 降 し て き た と き に 、 第 １ 接 手 部 １ ３
１ に 引 っ 掛 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ８ は 、 こ の 発 明 の 実 施 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 図 面 で あ る 。 こ の 案 内 具 １ ０ ０ に
お け る ブ ロ ッ ク 部 材 １ ３ ３ は 図 ５ の そ れ と 同 じ で あ る が 、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ は 、
図 ５ の そ れ と 異 な り 、 第 １ 、 第 ２ 透 孔 １ １ ３ ， １ １ ４ の 周 縁 部 に 爪 部 １ ３ ６ ， １ ３ ７ に 代
わ る 環 状 部 １ ５ ３ ， １ ５ ４ を 有 し 、 こ れ ら 環 状 部 １ ５ ３ ， １ ５ ４ の 外 周 面 に は 抜 け 止 め 用
の 起 伏 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 案 内 具 １ ０ ０ は 、 吸 引 シ リ ン ダ ６ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８
の 開 口 端 部 形 状 が 、 図 ６ に 仮 想 線 で 示 さ れ て い る 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ７ と 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン
挿 入 口 ９ と は 異 な る 吸 引 シ リ ン ダ ６ と 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ と に 対 し て 使 用 さ れ て 、 環 状
部 １ ５ ３ ， １ ５ ４ が 各 シ リ ン ダ ６ ， ８ の 内 周 面 に 密 着 す る 。 な お 、 図 示 例 の 場 合 で あ れ ば
、 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ に 形 成 さ れ て い る 第 ２ 底 部 開 口 １ １ ２ ａ の 内 径 は 第 ２ 透 孔 １
１ ４ の 内 径 よ り も 小 さ い か ら 、 こ の よ う な 案 内 具 １ ０ ０ に 対 し て は 、 図 ６ に 例 示 の 第 ２ 接
手 部 １ ３ ２ よ り も 上 下 方 向 の 寸 法 が 短 い 図 ８ の 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ が 使 用 さ れ る 。 後 者 の 第
２ 接 手 部 １ ３ ２ は 、 そ の 外 周 面 の 少 な く と も 一 部 分 が 、 ス ト ッ パ 手 段 で あ る 第 ２ 透 孔 １ １
４ に お け る テ ー パ を 付 け ら れ た 内 周 面 １ １ ４ ｂ に 図 の 上 方 か ら 当 接 し て ア タ ッ チ メ ン ト 部
材 １ ３ ４ を 押 圧 す る こ と が な い 。 図 ６ ， ８ の ア タ ッ チ メ ン ト 部 材 １ ３ ４ は 、 ゴ ム 等 の エ ラ
ス ト マ ー か ら な る も の で あ れ ば ブ ロ ッ ク 部 材 １ ３ ３ に 対 す る 着 脱 が 容 易 で あ る が 、 エ ラ ス
ト マ ー に 代 え て 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 等 で 変 形 す る こ と が な い よ う に 作 る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 案 内 具 １ ０ ０ は 、 第 １ 透 孔 １ １ ３ と 第 ２ 透 孔 １ １ ４ と を 有 す
る も の で あ っ た が 、 こ の 案 内 具 １ ０ ０ を 第 １ 透 孔 １ １ ３ に の み 適 用 で き る も の に 代 え て こ
の 発 明 を 実 施 す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 に は 、 内 視 鏡 １ の 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ ８ の
送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 挿 入 口 ９ を 案 内 具 １ ０ ０ と は 別 体 の ア タ ッ チ メ ン ト に よ っ て 、 好 ま し く
は 給 水 可 能 に 塞 げ ば よ い 。 図 ６ に 例 示 の 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ と 図 ８ に 例 示 の 第 ２ 接 手 部 １ ３
２ と は 、 長 さ の 異 な る も の で あ り 、 こ の よ う に 長 さ の 異 な る 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ を １ 台 の 洗
滌 装 置 ま た は 洗 滌 槽 で 使 い 分 け る と き に は 、 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ が 一 端 部 に 取 り 付 け ら れ て
い る 連 結 用 ホ ー ス １ ４ ０ の も う 一 端 部 （ 図 示 せ ず ） と こ の 一 端 部 が 接 続 さ れ る 洗 滌 装 置 に
お け る 給 水 口 と に い わ ゆ る ワ ン タ ッ チ カ プ ラ を 取 り 付 け て 、 第 ２ 接 手 部 １ ３ ２ の 交 換 作 業
を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 洗 滌 用 ブ ラ シ の 挿 入 案 内 具 は 、 そ の 案 内 具 に 形 成 さ れ た 案 内 溝 に ブ
ラ シ を 挿 入 す る だ け で 、 そ の ブ ラ シ を 挿 入 部 管 路 へ 進 入 さ せ る こ と が で き る か ら 、 内 視 鏡
の 洗 滌 に 際 し て ブ ラ シ の 挿 入 部 管 路 へ の 挿 入 が 煩 雑 に な る と か 、 そ の 挿 入 に 格 別 の 熟 練 を
要 す る と か い う こ と が な い 。 ま た 、 こ の 挿 入 案 内 具 の 使 用 方 法 に お い て は 、 第 ２ 透 孔 に 嵌
合 し て い る 第 ２ 接 手 部 の 先 端 部 が 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ に も 嵌 合 す る こ と に よ っ て 、 案 内 具
の 内 視 鏡 に 対 す る 取 り 付 け が 強 固 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 案 内 具 の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 案 内 具 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 案 内 具 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 案 内 具 の 使 用 状 態 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 図 。
【 図 ７ 】 案 内 具 の 使 用 状 態 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 図 。
【 図 ８ 】 実 施 態 様 の 一 例 を 示 す 図 ５ と 同 様 な 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 内 視 鏡
２ 　 操 作 部
６ 　 吸 引 シ リ ン ダ
７ 　 開 口 端 部 （ 吸 引 ボ タ ン 挿 入 口 ）
８ 　 送 気 ・ 送 水 シ リ ン ダ
９ 　 開 口 端 部 （ 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン 挿 入 口 ）
３ １ 　 洗 滌 用 ブ ラ シ （ 第 １ 洗 滌 用 ブ ラ シ ）
３ ２ 　 洗 滌 用 ブ ラ シ （ 第 ２ 洗 滌 用 ブ ラ シ ）
１ ０ ０ 　 案 内 具
１ ０ １ 　 本 体
１ ０ ２ 　 蓋
１ ０ ３ 　 頂 面 部
１ ０ ４ 　 底 面 部
１ １ １ 　 頂 部 開 口 （ 第 １ 頂 部 開 口 ）
１ １ １ ａ 　 底 部 開 口 （ 第 １ 底 部 開 口 ）
１ １ ２ 　 頂 部 開 口 （ 第 ２ 頂 部 開 口 ）
１ １ ２ ａ 　 底 部 開 口 （ 第 ２ 底 部 開 口 ）
１ １ ３ 　 第 １ 透 孔
１ １ ４ 　 第 ２ 透 孔
１ ２ ０ 　 ブ ラ シ 案 内 溝
１ ２ ４ 　 ば ね
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１ ２ ８ 　 頂 部
１ ３ １ 　 先 端 接 手 部 （ 第 １ 接 手 部 ）
１ ３ ２ 　 先 端 接 手 部 （ 第 ２ 接 手 部 ）
１ ３ ３ 　 ブ ロ ッ ク 部 材
１ ３ ４ 　 ア タ ッ チ メ ン ト 部 材
１ ３ ９ 　 洗 滌 用 ホ ー ス
１ ４ ０ 　 連 結 用 ホ ー ス
１ ４ ８ 　 溝 部
１ ４ ９ 　 溝 部
Ｃ 　 中 心 線 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(11) JP 2005-58258 A 2005.3.10



フロントページの続き

(72)発明者  石川　健彦
            東京都千代田区四番町７番地　興研株式会社内
(72)発明者  中島　悠
            東京都千代田区四番町７番地　興研株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 DA17  DA22  DA54  DA56  DA57  EA01 
　　　　 　　  4C061 AA00  BB00  CC00  DD03  GG04  GG22  JJ11 

(12) JP 2005-58258 A 2005.3.10



专利名称(译) 用于内窥镜清洁刷的插入引导工具及其使用方法

公开(公告)号 JP2005058258A 公开(公告)日 2005-03-10

申请号 JP2003207170 申请日 2003-08-11

[标]申请(专利权)人(译) 兴研株式会社

申请(专利权)人(译) 兴研株式会社

[标]发明人 大山欣伸
友岡仁
石川健彦
中島悠

发明人 大山 欣伸
友岡 仁
石川 健彦
中島 悠

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/12

CPC分类号 A61B1/00137 A61B1/00068 A61B1/122 A61B1/125

FI分类号 A61B1/12 G02B23/24.A A61B1/00.332.Z A61B1/015 A61B1/12.510

F-TERM分类号 2H040/DA17 2H040/DA22 2H040/DA54 2H040/DA56 2H040/DA57 2H040/EA01 4C061/AA00 4C061
/BB00 4C061/CC00 4C061/DD03 4C061/GG04 4C061/GG22 4C061/JJ11 4C161/AA00 4C161/BB00 
4C161/CC00 4C161/DD03 4C161/GG04 4C161/GG22 4C161/JJ11

代理人(译) 小林孝

其他公开文献 JP4144666B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在清洁内窥镜时，可以轻松地将清洁刷插入内窥镜的插入
部管道中。 SOLUTION：可以连接到内窥镜的抽吸缸6的开口端或从其
拆卸的清洁刷引导工具100从顶部开口111和顶部开口111插入和移除清
洁软管139的尖端连接部分131。 它具有延伸到底部开口111a的第一通
孔113和能够打开和关闭顶部开口111的滑动式盖102。 第一通孔113形
成有刷引导槽120，该刷引导槽120通过使一部分外周表面凹入而从顶部
开口111的边缘部分朝向底表面部分104延伸。 形成引导槽120，使得当
盖102关闭顶部开口111时，在引导槽120的顶部128中留有一定程度的开
口，以便可以插入清洁刷32。 [选择图]图6

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9b613f9a-d789-440d-8df8-d4db127b8a7c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034363743/publication/JP2005058258A?q=JP2005058258A

